
記入例　離婚後，父から母に対して子の面会交流に関する調停を申し立てる場合

申立書を提出する裁判所

作成年月日

収　入　印　紙

予納郵便切

　 材
家事
［コ

調停

書判
申立書〔子の監削こ関認 熟 ，〕

（この欄に未成年者1

昌 」

人につき収入印紙1．2 0 0円分を貼ってください。）

l

（貼った印紙に押印しないでください。）

○

平成　〇　年　0　月　〇　日

申　　立　　人

（又は法定代理人など）

の記名押印

添付書類

（審理のために必要な場合は，追加許強の提出をお願いすることがあります。）

□未成年者の戸籍謄本（全部事項証明番）

□

準 口頭

申
立
書
の
写
し
は
相
手
方
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

面
会
交
流
を
求
め
た
い
未
成
年
の
子
に
つ
い

て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申

立

人

住　　　 所
〒0 00 ‾0 0 0 0　　　　 0 0 マンおン〇号　0 0 具 0 0 ’ 0 0 0 J 8 0 着 0 号 （　 方）

フリガナ
氏　 名

へト ヤア イ子 p ク
両 人 一 種

簡 ∞ 年 。 月〇 日

（ 0 0 歳）

相

手

方

住　　　 所
〒0 0 0　－　0 ：X X〉
○○泉 0 0　 ∞　 0調 の 巻 0 0 号 （　　 方）

7 リガナ
氏　 名

デイ ブ、 舛 コ

丁 田 秋 子

囁 誓 言 昌0 芸芦

未

成

年

者

住　　　 所
□ 申立人と同居 ／ オ 相手方と同居

ロ その他（　　　　 ） 平成0 0 年 0 月0 日生

（ 〇 歳）フリガナ
氏　 名

亨 岩　 窟 丈

住　　　 所
□ 申立人と同居 ／ □ 相手方と同居
□ その他（　　　　　 ） 平成　 年　 月 日生

（　 歳）フリガナ
氏　 名

住　　　 所
□ 申立人と同居 ／ □ 相手方と同居
□ その他（　　　　　 ） 平成　 年　 月 日生

（　 歳）7 リガナ
氏　 名

住　　　 所
□ 申立人と同居 ／ □ 相手方と同居
□ その他（　　　　　 ）平成　 年　 月 日生

（　 歳）7 リガナ
氏　 名

（注）太枠の中だけ記入してください。ロの部分は．該当するものにチェックしてください0

面会交流（1／2）
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。



（注）口の部分は，該当するものにチェックしてください。

申　　　 立　　　 て　　　 の　　　 趣　　　 旨

（ ［痴 立入 ／ D 相手方 ）と未成年者が面会交流する時期，方法などにつき

（ 短餉 停 ／ ロ審判 ）を求めます。

申　　　 立　　　 て　　　 の　　　 理　　　 由

申　 立　 人　 と　 相　 手　 方　 の　 関　 係

君 警票去差益者　　　 を認知 した。〕 その年月日 ＝平成一郎 ‥射 ＝・9 ・日

□　 婚姻中→監護者の指定の有無　 □あり （□申立人　 ／　 □相手方） ／　 口なし

未 成 年 者 の 親 権 者 （離 婚 等 に よ　り 親 権 者 が 定 め ら れ て い る 場 合 ）

□　 申立人　 ／ 厨′相手方

未　 成　 年　 者　 の　 監　 護　 養　 育　 状　 況

ロ　 平成　　 年　　 月　　 日から平成　　 年　　 月　　 日まで

ロ申立人　 ／　 □相手方　 ／　 □その他 （　　 ）のもとで養育

□　 平成　　 年　　 月　　 日から平成　　 年　　 月　　 日まで

ロ申立人　 ／　 □相手方　 ／　 □その他 （　　 ）のもとで養育
〆 平成 0 0 年 〇 月 0 日から現在まで

□申立人 ／ 匝触 手方 ／ □その他 （　 ）のもとで養育

面　 会　 交　 流　 の　 取　 決　 め　 に　 つ　 い　 て

1 当事者間の面会交流に関する取決めの有無　□あり （取 り決めた年月日 ：平成＿＿＿＿＿＿＿＿阜 ＿＿＿＿＿＿＿＿月＿＿＿＿＿＿＿＿＿日） ［表 し

2　 1 で 「あり」の場合

（1）取決めの方法
（2）呂蓋≡め≡書芸 書芸芸証書判決 → 〔完 家庭裁芸誓家 ）第 竺 誓 所’〕

し．，．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿）

面　 会　 交　 流　 ■の　 実　 施　 状　 況

□　 実施されている。

□　 実施されていたが，実施されなくなった。（平成，，，＿＿＿＿＿阜 ＿＿＿＿＿＿＿月＿＿＿＿＿＿＿＿＿日から）
オ これまで実施されたことはない。

本　 申　 立　 て　 を　 必　 要　 と　 す　 る　 理　 由

オ／相手方が面会交流の協議等に応じないため

□　 相手方と面会交流の協議を行っているがまとまらないため

□　 相手方が面会交流の取決めのとおり実行 しないため

□　 その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿）

面会交流（2／2）


